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富山県・サンパウロ州友好提携30周年
　富山県とブラジル・サンパウロ州は今年で友好提携３０周年を迎えます。１０月には２０１５年南米親

善訪問団が南米を訪問し、様々な交流行事が予定されています。

斜張橋オクタヴィオ・フリアス・ジ・オリヴェイラ橋（サンパウロ市）



（1）災害時における「やさしい日本語」研修会

①平成２７年６月２０日（土）１８：３０～２０：３０
　「ワイワイにほんご・たいこうやま」射水市立南太閤山コミュニティセンター

②平成２７年６月２１日（日）１０：００～１２：００
　「にほんご広場なんと」南砺市福光公民館

③平成２７年７月４日（土）１０：００～１２：００
　「日本語教室 in 氷見」氷見市いきいき元気館内　ワークルーム

④平成２７年７月２６日（日）１０：００～１２：００
　「日本語教室 in 黒部」黒部市国際文化センター　コラーレ

講師：日本語教育機関トヤマ・ヤポニカ（田上栄子氏、要門美規氏）

　「やさしい日本語」とは、外国人にも伝わる分かりやすい日本語のことです。阪神淡路大震災後から取り組みがはじ

められ、東日本大震災でも情報伝達に使われました。とやま国際センターでは平成２５年度から地域の４か所の日本語

教室で開催して今年で３回目になり、今年は総勢６８名が参加しました。

　参加した日本語支援ボランティアからは、「教室活動では日頃からやさしい日本語を使用しているが、地域社会で普

段から「やさしい日本語」が使用されることで、いざという時に本当に役立つのではないでしょうか。日頃教室に通っ

ている人だけではなく、いろんな方に知ってもらうことが大切。」との声が聞かれました。

（2）災害時外国人支援ボランティア研修（多言語）

日時：平成２７年７月５日（日）１３：００～１４：３０

場所：環日本海交流会館　

講師：富山県国際交流員６名 

　大きな災害が発生したとき日本語が不自由な外国人住民に多言語（母語）で情報を伝えるのが、災害多言語支援セ

ンターです。この運営には翻訳等で災害時に外国人を支援するボランティアの存在が必要です。

　今回は実際に東日本大震災のときに仙台市で発信された情報を材料に翻訳研修をし、英語、中国語、韓国語、ロシ

ア語そしてポルトガル語のボランティア２１名が参加しました。

　「災害時に対する心構えが高まった」「翻訳の難しさを感じたが、さらに翻訳訓練をしたい」という感想がありました。

（3）広域連携による災害時外国人支援ボランティア研修

日時：平成２７年８月１日（土）１０：００～１６：００ 

場所：富山県広域消防防災センター

講師：J. F. モリス氏（宮城学院女子大学国際文化学科教授）、宮田妙子氏（ダイバーシティとやま代表）

　大規模災害を想定して、石川県から災害ボランティアを受け入れての災害時外国人支援ボランティア研修を実施し

ました。石川県との合同研修・訓練は平成２５年度から実施しており、今年は富山県で開催し、富山県から１５名、石川

県から１０名の災害ボランティアが参加しました。

　講義では講師のJ. F. モリス氏から「日頃から地域防災訓練に外国人の参加を促すことが重要かつ効果的であり、外

国人住民を地域から切り離さない日頃の活動が大切だ」と外国人支援のあり方について提言がありました。

　午後からは、宮田妙子氏をファシリテーターに、避難所体験ワークショップを実施し、会場に併設する四季防災館

で地震や初期消火を体験して全体の研修を終えました。

　参加者からは、「普段からのコミュニケーションの重要性がわかった」、「ケーススタディで学んだことを生かし実際

の災害時により良い行動ができると思う」などの意見がありました。

災害時外国人支援のための防災訓練事業

　大規模災害が起きた時、言語の違いによる情報不足や文化や習慣の違い、災害経験の少なさ等から、外国人住
民の方々は災害弱者として特別の対応が必要となります。今年度は災害時の外国人支援の要として活躍できる人
材の育成を目的として（１）災害時における「やさしい日本語」研修会、（２）多言語による災害時外国人支援ボラ
ンティアの研修会、（３）広域連携を想定した石川県と合同の実践的な研修・訓練、（４）（１）から（３）の研修のまと
めとして、県の総合防災訓練における多言語支援センターの設置運営訓練を実施しました。



とやま国際塾とやま国際塾
開催日：平成２７年７月１８日（土）～１９日（日）

場　所：呉羽青少年自然の家など

　２日間にわたり、県内高校生を対象とした“とやま国際塾”

を開催しました。

　国際交流員や留学生等の外国人スタッフとアイスブレーキ

ング (自己紹介、簡単なゲーム等) で打ち解けた後は、“おも

てなし in 富山駅”と題し、新幹線開業と同時に新しく生まれ

変わった富山駅構内・周辺を、観光客に扮した外国人スタッフに英語で案内してもらいました。

　その後、呉羽青少年自然の家にて、人形遣い・影絵師のジャック・リー・ランダル氏によるワークショップを行

いました。英語でレクチャーを受けた後、動く影絵の人形作りを体験しました。

　夜は各国の伝統的な遊びやダンス（韓国式おはじきのコンギノリ、ロシアのゲーム“熱いジャガイモ”、アメリ

カのエレクトリックスライド、ブラジルのクアドリーリャ等のダンス、中国の太極拳）で盛り上がりました。

　２日目は、最初に、JICA国際協力推進員の高岡 教代氏に、JICAの事業や国際協力の現状などについてお話しい

ただき、次に青年海外協力隊の村落開発普及員としてモザンビークで活動された平田 由香利氏を講師に迎え、モザ

ンビークの文化、生活、人々について、また、国際協力を通した異文化理解の面白さ、共生・協働作業することの

意義について語っていただきました。

　２日間をとおして、参加高校生からは「英語圏だけでなく、いろいろな国の言語や文化に興味をもった」「英語

を学ぶ意欲が増々高まった」「自分の世界を見る視野が広がった」「国際協力に関する講義は興味深く、自分に何が

できるのかを考えるきっかけとなった」などの感想が寄せられました。

災害時外国人支援のための防災訓練事業

（4）災害時外国人支援のための防災訓練（県総合防災訓練）

平成２７年９月６日（日）９：００～１２：００　

場所：魚津テクノスポーツドーム（ありそドーム）

講師： 清水由美子氏（（公財）柏崎地域国際化協会事務局長)

　富山県総合防災訓練が今年度魚津市を主会場に行われ、とやま国際セ

ンターは今年で３回目の参加になりますが、外国人被災者に配慮した災

害時多言語支援センターの設置・運営訓練を実施しました。災害ボラン

ティア９名、海外からの留学生・研修員１３名、魚津市のALT１名の計２３

名が参加しました。

　まず災害ボランティアの受付、そして情報班、翻訳班、巡回班のグルー

プ分けの後、それぞれの活動を行いました。情報班は、災害対策本部か

らの情報を収集し翻訳班に伝え、翻訳班は、センター長の指示により決

められた時間内に英語、中国語、ロシア語、ポルトガル語の多言語に翻訳、そして巡回班がその情報を避難所にいる

外国人住民に伝えました。避難所住民は留学生や研修員、ALTが担当し、想定される問題を巡回班に伝え、巡回班は

避難所の状況をセンター長に報告して状況を全体で共有しました。この作業を数回繰り返して運営訓練を終えました。

　「災害ボランティアは自分で判断してはいけません。必ず専門家や支援センターコーディネーターの指示を仰いでく

ださい。また外国人住民は支援されるだけでなく支援する側になる取組みも必要です」講師の清水氏は訓練をこのよ

うにまとめました。



森　幸一 さん（サンパウロ大学教授）　

　富山県・サンパウロ州友好協定締結３０周年、おめでとうございます。サンパウロ大学を代

表して心よりお祝い申し上げます。

　富山県・サンパウロ州友好協定事業の一環として創設されました、サンパウロ大学日本語・

日本文学専攻学生に対する奨学金制度も今年、２０年を迎えました。これまでに多くの学生が

この奨学金の恩恵に預かり、奨学生OBの多くがブラジルの様々な分野で活躍してきており

ます。この中には本学教員や日本政府のJETプログラム研修員、あるいは研究者などとなり、日伯友好交流に邁進し

ているものも数多く見受けられます。こうしたタイプの奨学金制度は日本の他府県には全くなく、富山県の国際交流

に関する考え方、取り組みなどがいかに傑出したものであり、その時間的な長さを考えれば、国際交流に関する先見

の明に感心せざるを得ません（この点は富山県県費留学生制度の対象を本学学生に対して開いてくださった点にも伺

えるところです）我々は今後、富山県から受けてまいりました様々な恩恵に対して、少しでも恩返しができるよう、日々

努力を重ねていきたいと考えております。

　個人的には大学４年時に、社会学研究部という学生サークルの一員として、貴県でフィールドワークを行ったこと

が今でも思い出されます。「風の盆」で有名な町の近くの山村でした。学部時代最後のフィールドワークでした。その

後、フィールドはブラジルにまで広がり、現在はそれを職業（文化人類学者）とておりますが、私のフィールドワーカー

としての原点の一つが富山県にあることを思うと、個人的にも、そして学問的にも大きな影響を与えて下さった富山

県との国際交流に対して、具体的には本学と富山大学との間での学術協定の締結にお役に立てればと願っております。

富山県・サンパウロ州友好協定締結３０年おめでとうございました。

“祝・友好提携30周年”
　　　　　サンパウロからメッセージ

国際交流員　ジョアンさんに聞く－“サンパウロ州のあれこれ”

Ｑ．自分がサンパウロっ子だと感じるときはどんなときですか?

Ａ．自分が標準語を話していると思いこんでいるときですかね？（笑）多くのサンパウロ人はサン

パウロの言葉が標準語だと思っていますが、実際はブラジルにたくさんある方言の一つです。

また、ブラジルの中ではサンパウロ州の人はよく働く人との定評があります。一週間の勤務時

間は全国で最大４４時間と決まっていますが、サンパウロではまる４４時間（残業抜き）働く人が

多いです。やっぱり働き過ぎですね！

Ｑ．�ジョアンさんは学校に出向いてブラジル人児童生徒の通訳をされたり、TIC国際理解出前講座をされたりしていますね。

Ａ．�はい。子ども達にブラジルの文化を紹介したりするのは本当に面白いです。日本の

学校はブラジルの学校と比べると施設が整っており、いろんな課外活動、部活動な

ども充実していますね。サンパウロでは午前だけ、もしくは午後だけ学校に通う人

もいます。義務教育は９年間で小学校は４年間、中学校が５年間です。高校の授業で、

あまり日本の科目にないと思うものは人類学、哲学などですね。逆に日本の技術・

家庭のような授業はブラジルにはありません。人気のある習い事は英語、スペイン

語のような言語、そしてサッカークラブに入る子も多いです。日系人やアラブ人は

週末に外国人学校に通い、自分達の言語を勉強する人もいます。アラブ系スイーツの店

シルバ・マチアス・ジョアン・
ガブリエルさん

富山県・サンパウロ州友好提携30周年
　富山県とサンパウロ州が友好提携を結んだのは1985年のことですが、1910年に富山県の家族が移
民としてサンパウロに足を踏み入れて以来、ブラジル富山県人会が発足し、海外技術研修員の受入が
始まるなど、富山とサンパウロの長い交流が今日まで続いています。平成に入ってからは富山県内の
在住ブラジル人の数も増え、今では2000人弱のブラジル人が富山に住んでいます。



シルビア・ソウザ さん（サンパウロ州出身）　

　１２年くらい前から、家族と共に射水市に住んでいます。富山の自然

は美しく、寒くても外国人に住みやすい所です。

　今年はサンパウロ州と富山県の友好提携が３０周年ということで、お

めでとうございます！サンパウロ州出身の私にとって、大好きな富山

と私の産まれた所が姉妹関係にあって心から喜んでいます。

　私の故郷プレジデンテ・プルデンテという街は田舎町でしたが移民

した日本人のおかげで大きな街になりました。現在も日系人が多く住

み、日系人の祭り、日本庭園等があり日本文化が息づいた街です。

　来日後は“ワイワイにほんご・たいこうやま”日本語教室に通い、いろんな日本人と話ができるようになり日本の

文化、習慣を楽しく学んだことはとても役に立っています。困ったことがあってもみんなが助けてくれるので何とか

やっていけると思います。

　２０１１年に正社員になりました。日本人にとっては当たり前の事ですが、私にとっては宝くじに当たったような喜び

でした。楽しく働いていますし、会社の旅行や宴会で和食と温泉が大好きになりました。

　２００９年から高岡市でブラジル人の子どもたちに母語ポルトガル語の読み書きを教えています。私の自宅でも教室を

やっています。日本に住む子ども達を教えるのは難しいですが、母語を大切にしてほしいです。

　こういったことを振り返っても富山に来て本当に良かったです。富山で孫たちにも生き生きと育ってほしいと思い

ます。

kodomotachi Classe de Alfabetização　子供たちポルトガル語教室　詳細はfacebookをご覧ください! 

高岡市ブラジル人こどものポルトガル語教室　第二、第四土曜日　高岡市国際交流協会　13：30～16：30

Ｑ．日本にあったらいいと思うブラジルのものは何ですか?

Ａ．�甘いものが大好きなので、蜂蜜とナッツがいっぱいのアラブ系の甘いお菓子

の店です！ それと日本のスーパーの果物が高いことにはびっくりです。ブラ

ジル南東部の典型的な食事も懐かしいです。米とフェイジョン（インゲン豆

料理）は実際毎日食べられています。

　ブラジルは多様性の国です。そしてアシェー、フォホー、サンバ等のブラ

ジル音楽を聴けばわかるように明るい国民性を持っています。

　パンアメリカン競技大会（４年に一度開催される南北アメリカ大陸の総合

競技大会）の障害者の部であるパラバンアメリカンは１９９９年に始まって５回行われてきましたが、ブラジルの総合メ

ダル数はトップです。困難を乗り越えて前に進む粘り強さと明るさ、これはブラジル人の良い所だと思います。

Ｑ．読者の皆さんへメッセージをお願いします。

Ａ．ブラジルに是非行ってみてくださいと言いたいのですが、長い休暇をとる日本人は少ないので難しいでしょうか…。（笑）

サンパウロには日系人が多く、小さい頃にはドラゴンボールなどのアニメもテレビで見ましたし、ゲーム・音楽など

日本のポップカルチャーも大好きで、とても身近な存在でした。富山県からの奨学金を大学に在学中に頂いたことも

あり、今富山で国際交流員として働くことができて嬉しく思っています。

パラバンアメリカン競技大会（2015年トロント）

富山県・サンパウロ州友好提携30周年
　富山県とサンパウロ州が友好提携を結んだのは1985年のことですが、1910年に富山県の家族が移
民としてサンパウロに足を踏み入れて以来、ブラジル富山県人会が発足し、海外技術研修員の受入が
始まるなど、富山とサンパウロの長い交流が今日まで続いています。平成に入ってからは富山県内の
在住ブラジル人の数も増え、今では2000人弱のブラジル人が富山に住んでいます。

シルビアさんとポルトガル語教室の生徒の皆さん
（後列右から2人目がシルビアさん）

子どものためのポルトガル語教室



　下記の日程で「体験談＆説明会」を実施します。事業概要、応募要領説明、経験者との交流のほか、個別相談も行

います。（ドリンクサービス付き）どなたでもお気軽にお越しください！高校生、大学生も大歓迎です！

　※予約・参加費は不要、時間内は出入り自由です。

開催地 開催日 開催時間 会　　　場

富山市 ９月２６日（土） １０：００～１２：００
富山県総合福祉会館サンシップとやま　研修室６０４

（富山県富山市安住町５－２１）

高岡市 １０月４日（日） １０：００～１２：３０
ウィング・ウィング高岡  研修室５０１

（高岡市末広町１－７）

富山市 １０月１５日（木） １８：３０～２０：３０
富山県総合福祉会館サンシップとやま　研修室７０４

（富山県富山市安住町５－２１）

 募集ボランティア 　青年海外協力隊／日系社会青年ボランティア（２０歳～３９歳対象）

  　　　　　　　　　シニア海外ボランティア／日系社会シニア海外ボランティア（４０歳～６９歳対象）

 職種 　農林水産、加工、保守操作、土木建築、保健衛生、教育文化、社会福祉、観光・商業、スポーツなど多種

　湿度２００％の嫌な暑さ・いろいろな虫・そして独特な臭い。ダッカに到

着すると、様々なものが歓迎してくれるでしょう。３０３㎢の面積に人口

９００万人が住んでいるダッカ市は、紛れもなくマンモスシティです。そん

なダッカ市の市役所の廃棄物管理局で私は毎日活動しています。爆発的

な人口増加に対して、廃棄物管理は脆弱、よって想像に容易いですが、

街中がゴミで溢れかえっています。行政は適切な廃棄物管理の運営に精

を出していますが、現状維持で精いっぱいの状態。一方で住民たちの廃

棄物に対する意識は、驚くほど低く、プラスチックのゴミは地面に置い

ておけば、数日で無くなると信じている人がいるほどです。

　そこで私は市役所の廃棄物管理局に配属され、清掃監督官と呼ばれる

同僚と共に、学校やコミュニティを巡回し、啓発活動を行っています。

啓発活動といっても、日本で行われているような「地球温暖化」などの

大きなテーマではなく、「ゴミ箱の中にゴミを捨てる」「ゴミをポイ捨て

しないで」などの簡単な内容です。現状として、ダッカ市では８，０００人の

クリーナーと呼ばれる人々が路上や排水溝を毎日休みなく清掃しており、

道路の清掃は保たれています。しかし、それは早朝のみで、人々が活動

を始める昼以降になると、瞬く間にダッカ市は汚れていきます。そして翌朝にまたクリーナーが清掃するという、イタチごっ

この状態です。

　私は小学校に行き、楽しみながら環境について学んでもらえるように、クイズやゲーム形式で環境教育を行っています。

子供たちは素直で、その日に学んだことを自宅や近所で漏れなく宣伝してくれます。これがC to Pと言われる手法で、子

供から大人たちへの環境教育です。

　ダッカ市の廃棄物事情が２年間で劇的に改善することは不可能です。しかしベンガル人が環境・自分達のダッカ市につい

て考えるきっかけとなればと思い、日々活動しています。

今回はバングラデシュから届いた青年海外協力隊員　高政　宏充  さんからのお便りをご紹介します。

2015年度JICAボランティア秋募集が始まります！

【応募に関するお問い合わせ・相談窓口】
　・JICA富山県デスク　電話：076－464－6491　E-mail:jicadpd-desk-toyamaken@jica.go.jp
　＊JICAボランティアウェブサイトはコチラ　→　http://www.jica.go.jp/volunteer/

高政　宏充さん�
派 遣 国：バングラデシュ
職　　種：環境教育
派遣期間：平成26年3月～平成28年3月
配 属 先：北ダッカ市役所廃棄物管理局課

募集期間：平成２７年１０月１日（木）～１１月２日（月）



Voices from the worldVoices from the world
世界の富山ファンからのメッセージ

〜ロシア連邦 ウラジオストク市〜

ウリヤナ・ザクレブスカヤ さん（極東連邦大学　査証・登録課  課長）

Ｑ．今、どんなお仕事をされていますか？　

Ａ．極東連邦大学の国際部で勤め、留学生や外国人の先生方のビザの作成、発行、滞在登録手続などのサポートをし

ています。本大学はロシア沿海地方において、一番有名で最も大きい大学として知られています。ロシアでは外

国との交流が非常に大事になっており、外国人の人数はますます増えています。大学の職員は皆、国同士の友情

と世界的なパートナーシップを大切にしながら毎日、仕事をしています。これからもアジア諸国から、極東連邦

大学への関心がどんどん高まり、留学生や先生方のロシアでの生活が、もっと快適になるよう頑張っていきたい

と思います。

Ｑ．近況について教えてください。

Ａ．�富山での研修（平成26年度に海外技術研修員として滞在）を通して新しいスキルを身に付け、新しい知識を得る

ことができ、とても嬉しかったです。富山にいる時、多国の文化の特徴や外国人の考え方、生活習慣を学び、ロ

シアに帰ってから大学の仕事に応用することができました。今は、外国から来た方とやり取りし、一日を楽しく

過ごしています。

Ｑ．富山とはどんな結びつきがありますか？

Ａ．�去年、海外技術研修員として富山市民国際交流協会で５ヶ月間にわたって研修をしました。いろいろな活動やイ

ベントに参加し、日本のおもてなし、翻訳と通訳などの体験をしたりして、富山で仲間を沢山作ることができま

した。研修期間が終わり、ロシアに帰ってからも、すぐ富山のことが懐かしく

なってしまいました。ですから今年に入って職場で休養をとって、また富山を

訪れる機会を作りました。もう一度富山を訪ね、十分に富山の雰囲気を感じる

ことができました。また、富山に帰るチャンスを作ることができれば、すぐに、

富山に戻りたいと思います。

Ｑ．最後に富山の人に一言メッセージをお願いします。

Ａ．�富山での５ヶ月間はあっという間に終わりましたが、富山の皆さんに感謝

の気持ちを伝えたいと思います。自然の豊かさ、市民の優しさと明るさに

本当に心を奪われました。研修先の日本人の同僚や、富山にいる外国人達

とのやり取りは、かけがえのない経験になり、良い思い出となりました。

それでは、富山の皆さん、素敵な街を大事にしてください。 

　１９５３年発足以来、日中両国の国際理解・友好親善の促進に取り組んできた富山県

日中友好協会は、様々な友好交流事業、語学普及事業、留学生支援等を活発に展開

してきました。

　平成２７年７月１５日には、金尾雅行会長をはじめとした訪中団が、中国・内モンゴ

ル自治区オルドス市のクプチ砂漠を訪れ、植林地の視察し、地元の青年連合会と環

境問題について意見交換会を催し、クプチ砂漠緑化植林事業協力基金として５０万円

を贈呈しました。これにより約１２ヘクタールの砂漠砂丘固定化事業が可能になると

いうことです。

こんな“国際交流”やっています！
　“クプチ砂漠化植林協力事業”

特定非営利活動法人 富山県日中友好協会（富山市）

〜TICから助成した事業をご紹介します～

ウラジオストク市ルースキー島にある
大学キャンパスにて

白曉燕ダラトキ青年連合会主席に協力金
（目録）を手渡す金尾会長



TICからのお知らせ

〜材料〜（4人分）

鶏肉（胸肉以外）………… 500g
玉ねぎ……………………大2個
ピーマン……………………2個
セロリ………………………2本
ニンジン…………………中1本
ニンニク……………………3片
サヤインゲン…………… 500g
パプリカパウダー（甘口）……大匙1
クミンパウダー………小匙1/3
塩、コショウ…………… 適量
ローリエ……………… 2〜3枚
パセリ…………………… 適量
サワークリーム………… 適量
小麦粉、酢……………… 適量

　パローツスープのパローツとはハンガリー北部に住む民族の名前から来ています。ハン
ガリーは様々な民族が暮らす国です。ハンガリー人は昼食の最初にスープを頂きます。スー
プの味が濃厚であれば、二皿目には淡白な味の料理を出し、スープが薄味の場合は二皿目
にはボリュームのある料理を出します。

～作り方～

１．鶏肉を２cm角に切っておく。

２．鍋に細かく刻んだ玉ねぎ、セロリ、ピーマンを油で

炒め、塩をふって弱火で柔らかくなるまで炒める。

つぶしたニンニクを加え1分程さらに炒める。

３．鍋を火からおろし、肉、刻んだサヤインゲン、

ニンジン、パプリカ、塩、コショウ、クミン、

ローリエ、刻んだパセリ、水を適量いれ、弱火

で肉が柔らかくなるまで煮る。必要であれば

水をさらに入れ、時々混ぜる。（キノコを入れ

てもいいが、その場合は弱冠長めに煮る）

４．ボールにサワークリームを入れ、スープと小

麦粉を少々加えながら混ぜる。むらなくク

リーミーに混ざったら鍋に戻し加熱する。酢を適量かけて頂きましょう。

（公財）とやま国際センター賛助会員募集及び
寄付のお願い

公益財団法人とやま国際センターは、民間レベルの
国際交流、国際協力を推進するため、様々な事業に
取り組んでいます。TICの事業にご支援いただける
賛助会員の方を募集しています。
　　　年会費（１口）個人会員　３，０００円　
　　　　　　　　　　団体会員　３０，０００円
また、財政基盤の充実を図るため、寄付についても
よろしくお願い申し上げます。

Palócleves（パローツレヴェシュ）

TICメールマガジン登録者募集!!

　とやま国際センターが主催するイベントや講座の最新
情報、外国人住民に向けた災害時の対処法などの生活に
役立つ情報を定期的にお届けします。
　皆さんのご登録、お待ちしています!

配信頻度：月1～2回

言　　語：日本語、英語、中国語、韓国語、

　　　　　ポルトガル語、ロシア語

とやま国際センターのホームページで
ご登録いただけます!

これからの行事予定

外国人住民のためのにほんごYOMIKAKI教室
９月１３日（日）～１月２４日（日）全１０回　１０：３０～１２：００ 
　環日本海交流会館　大会議室

外国にルーツをもつ子どものための
学習支援ボランティア研修会

１０月３日（土）１３：３０～１６：３０　環日本海交流会館 大会議室
　「外国にルーツを持つ子どもたちの抱える課題」
　講師：NPO法人多文化共生センター東京　千田　綾 氏

　　　　アレッセ高岡  代表　青木　由香 氏

国際交流フェスティバル
１１月８日（日）１０：３０～１７：００
　富山駅自由通路・富山駅前CiCビル内  

　ワールド・ゲーム大会、ロシア語スピーチコンテスト等

日本海学講座
　化学分析から読み解く環日本海地域の環境の変遷

１１月１４日（土）１４：００～１５：３０
　高岡市生涯学習センター５０３研修室
　講師：富山大学大学院理工学研究部

  准教授　堀川　恵司 氏

国際交流人材バンク 通訳者セミナー
１１月２１日（土）１３：３０～１６：３０　環日本海交流会館  大会議室
　通訳概論と実践演習（英語）
　　　「あなたもできる観光通訳ガイド」
　講師：通訳案内士、（一社）日本観光通訳協会理事

　根岸　正 氏

作ってみよう！ハンガリー料理 ハンガリー出身 
　モニカ ディニア さん

 お薦め料理！Palócleves（パローツレヴェシュ）

国旗、民族衣装貸し出します！
世界各国の国旗、民族衣装、ユニセフ視聴覚教材の貸し出
しを行っています。詳細はホームページでご覧下さい！


